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これからの世界はどうなる？ 

 現在  

 2030年  

 2050年  

● データのスマート化 
 データ同士が自動的に融合し 

高付加価値な情報を自動生成する 

■ 未来予測 
  天災、エネルギー需要、天候、地球環境 

■ 問題解決 
  「即時の事実データ」と「知の共有」により 
   災害対策等の的確な対応策をうみだす 

● センサーネットワークの確立 
  個体、移動体の至る所にセンサーが設置され、   
  様々なデータが収集/分析される 

● 新たな資源 
 既存資源の代替エネルギー生成 

■ つながり 
  人と人のつながりはより強固なものになり 
  仕事、地域、異業種間連携が活発化する 

・世界人口90億人を突破 

・世界の収束化 

・教育水準向上 

・国家間貧富格差縮小 

・日本超々高齢化社会 

2050年の世界 英『エコノミスト』誌は予測する 文藝春秋 一部引用  

・新興国の台頭 

1 



Copyright © 2013 Nihon Unisys, Ltd. All rights reserved. 

理想の社会にむけた取組み ～神戸市～  

～神戸市 環境未来都市構想～ 

神戸市 ホームページより引用 

【環境】 
大規模太陽光発電など「クリーンな創エ
ネ」と、電気と熱を一元管理するスマー
トエネルギーネットワークの構築などの
「スマートな省エネ」により、神戸産ク
リーンエネルギーの地産地消を総合的
に推進する。 
 
【超高齢化対応】 
全てのライフステージを通じた健康づくり、介護予防の推進、安
心な支える基盤の整備などを通じて、高齢者が元気に社会参加
でき、安心して出産・子育てができる都市の実現を総合 的に推
進する。 
 
【その他】 
神戸医療産業都市、京速コンピュータ京など「知の集積」を活用
した国際化の推進・地元企業の活性化を推進する。 

 新成長戦略に掲げられた「環境未来都市」構想に提案された 
「神戸市環境未来都市構想」 
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理想の社会にむけた取組み ～日本国内～  

日本国内における様々な取組み 

■ 柏の葉スマートシティプロジェクト ■ 藤沢サステイナブルスマートタウン 

■ 釜石市環境未来都市構想 

エネルギーの地産地消、多様
なエネルギーを活かした産業
創出等を通じた「低炭素・省エ
ネ・省資源による循環型社会
かまいし」の実現 

「環境未来都市」構想／柏市／パナソニック ホームページより引用 

まち全体の「ＣＯ２排出量を可
能な限り削減」と「エネルギー
の自給自足」の実現に向けて
「タウン・エネルギー・マネジメ
ント」概念の導入による効率
的な運用 

豊かな自然とCO2を抑えた都
市空間、エネルギーを地産地
消する仕組み、また環境に配
慮した最新の交通システムな
どが相互に整備された、快適
な街を目指す 
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＜マスダールシティ＞ 
先端エネルギー技術を駆使してゼロエミッションのエコシティを目指す 
アラブ首長国連邦 (UAE) 都市開発計画によって建設されている都市  

太陽エネルギーやその他の再生可能エネルギーを利用して持続可能なゼロ・カーボン（二酸化炭素）  
ゼロ廃棄物都市の実現を目指す都市  

参考 http://www.masdarcity.ae/ 

マスダールシティは 
1. 究極の環境未来都市を目指した「マスダール・シティ」の建設 
2. 再生可能エネルギー研究の世界拠点の創設 
3. 世界の再生可能エネルギー事業に投資 
 という3つの事業を「再生可能エネルギー」を中核として推進中 

理想の社会にむけた取組み ～UAE～ 
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最終的なゴール：豊かで暮らしやすい社会 

豊かで暮らしやすい社会とは？ 

マズローの欲求段階説 ： 生理的欲求、安全の欲求、親和の欲求、自我の欲求、自己実現の欲求 

時間的余裕 

安心・安全 

余暇・趣味 

コミュニティ・社会 

食 

家族 金銭的余裕 
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ICTによる実現策 → つながる基盤 

※つながる基盤 → 「人」、「モノ」、「空間」、そして「情報」がシームレスにつな
がる社会基盤 

ICTによる「つながる」基盤づくり 
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社会基盤 

豊かで暮らしやすい社会づくり、そして日本再生へ 

生活資源（エネルギー） 

情報基盤（ICT） 

つながる基盤 

豊かで暮らしやすい社会 

日本再生・共創の国・Made in Japan・日本発信 

コミュニ 
ケーション 

傾向分析 可視化 未来予測 価値創造 
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検討すべき事項 

１．「豊かで暮らしやすい社会」の再定義 
 
２． 現在実施されている活動を整理し、連携する 
 

・すでに実現された活動 
・現在実施中の活動、研究開発中の活動 
・予定されている活動、新たに取り組むべき活動 

 
３． １の実現に向けた具体的な活動計画 
            →「実証検証プラン策定」 
 

完全ペーパレス、省エネ、ゴミゼロタウン、ITS、資源循環型システム等々 
様々な活動におけるノウハウとメリットを連携させた、豊かで暮らしやすい 
街作りを実現 →「究極のスマートシティ」 
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